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１．「幼児教育堺スタンダードカリキュラム」の改定について 

 

 近年、幼児期の教育の重要性への認識が、ますます高まるなか、国において、平成２９

年３月、「幼稚園教育要領」及び「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の改訂が行わ

れると共に「保育所保育指針」が改定されました。これらの改訂等のなかで、子どもに育み

たい資質・能力である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」

の三つの柱が、幼児期から１８歳までを見通して系統的に示されました。 

幼児教育においては、これら三つの資質・能力を、遊びを通して総合的な指導を行う中で

育みますが、小学校以降では、教科指導で育むことになります。これまで大切にしてきた幼

小連携の視点に加え、教育課程を含んだ接続の視点が大きく取り上げられることになります。

幼児期の学びを児童期につないでいくことが、これまで以上に求められています。 

現在、堺市においては、約９割の子どもたちの幼児教育が私立・民間の幼児教育保育施設

で担われています。 

このような状況を踏まえ、改定においては、公立幼稚園、公立幼保連携型認定こども園、

私立幼稚園、民間幼保連携型認定こども園から教育保育に携わる実践者が参加し、公民、ま

た、幼児教育保育施設の種別を越えて、子どもたちの姿と教育・保育のあり方について話し

合い、掲載する事例等の検討を進めました。 
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２．「幼稚園教育要領」及び「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の改訂並びに「保育所保

育指針」の改定（以下「改訂等」と表記）について 

 

（１）改訂等の基本方針 

   今回の学習指導要領等の改訂は、中央教育審議会答申を踏まえ、次の基本方針に基づ

き行われました。 

① 今回の改訂の基本的な考え方 

ア 子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力の一層確実な育成と、子供

たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開か

れた教育課程」の実現 

イ 知識の理解の質を更に高めた確かな学力の育成 

ウ 道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健康に関する指導の充実による豊 

かな心や健やかな体の育成 

② 育成を目指す資質・能力の明確化 

③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

④ 各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進 

⑤ 言語能力の確実な育成、伝統や文化に関する教育の充実、体験活動の充実などに

ついての教育内容の充実 

 

幼稚園教育要領も前述の基本方針に則って、改訂が行われました。また、幼保連携型

認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針においても、３歳以上のねらい及び内容

についてこれまで以上に整合性が図られ、国における３施設の要領と指針に係る改訂等

が、初めて同日に告示され、施行されることになりました。 

 ３つの施設において重視することとして、以下のことが挙げられました。 

 

○基本原則は「環境を通して行う」ものであること。 

   ※環境とは物的な環境だけでなく、人や物、自然事象などを含めた周りの環境全て 

   ※計画的に環境を構成することが求められる 

○生きる力の基礎を育むため、資質・能力を育むこと。 

（１）豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになった

りする「知識及び技能の基礎」 

（２）気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工

夫したり、表現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」 

（３）心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、

人間性等」 

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明確にして取り組むこと。 

○小学校教育との接続をより円滑にすること。 
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（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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文部科学省 幼児教育部会における審議のとりまとめ（平成 28年 8月 26日）より 
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（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（２）幼児教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

   教育を通して子どもが身に付けようとする事柄の中核を資質・能力と呼びます。幼児

教育において具体的には、「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」

「学びに向かう力、人間性等」が育みたい資質・能力となります。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   これらの資質・能力は、「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

「保育所保育指針」（以下「幼稚園教育要領等」という。）で示されるねらい及び内容に

基づいて、各幼児教育施設が幼児の発達の実情や幼児の興味・関心等を踏まえながら展

開する活動全体によって育むものです。 

   実際の指導場面においては、遊びを通した総合的な指導の中で一体的に育むように努

めることが重要です。 

幼児期は諸能力が個別に発達していくのではなく、相互に関連し合い、総合的に発達

していきます。各幼児教育施設においては、あらためて教育課程の編成等を図ることが

求められます。 

   「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とは、幼稚園教育要領等に示されたねらい

及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の各幼児教育施設修

了時の具体的な姿です。到達すべき目標ではなく、個別に取り出して指導されるもので

もないこと、個人差が大きいことに留意する必要があります。 

教師は、遊びの中で幼児が発達していく姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を念頭に置いて捉え、一人ひとりの発達に必要な体験が得られるような状況をつくった

り必要な援助を行ったりするなど、指導を行う際に考慮することが求められます。また、

これらの姿は、５歳児に突然見られるようになるものではなく、３歳児、４歳児の時期

から、幼児が発達していく方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重

ねていくことが大切です。 

さらに、小学校の教師と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共通認識し、子

どもの姿を共有するなど、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図ることが大切です。 

 

 

 

「知識及び技能の基礎」 

豊かな体験を通じて、幼児が自ら感じたり、気付いたり、分かったり、でき

るようになったりすること 

「思考力、判断力、表現力等の基礎」 

気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、

工夫したり、表現したりすること 

「学びに向かう力、人間性等」 

心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとすること 
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（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（３）小学校教育との接続について 

今回の学習指導要領等の改訂においては、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続

の重要性について、幼稚園教育要領等と小学校学習指導要領の双方に記載されました。

特に、小学校入学当初における生活科を中心とした「スタートカリキュラム」の充実

については、総則、各教科等の両方に記されています。 

遊びや生活を通して総合的に学んでいく幼児期の教育課程と、各教科等の学習内容を

系統的に学ぶ等の児童期の教育課程は内容や進め方が大きく異なります。そこで、入

学当初は、幼児期の生活に近い活動と児童期の学び方を織り交ぜながら、幼児期の豊

かな学びや育ちを踏まえて、児童が主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図

的につくることが求められます。スタートカリキュラムは、幼児期の教育と小学校教

育を円滑に接続する重要な役割を担うものなのです。 

（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（４）乳児・３歳未満児保育の記載の充実 

今回の「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の改訂並びに「保育所保育指針」

の改定では、０・１・２歳児の保育の内容とねらいについての記載が充実されました。

特に、乳児期の保育について、「乳児期の園児の保育は、愛情豊かに、応答的に行われ

ることが特に必要である。」と記述されました。また、乳児期は現行の５領域の保育内

容に関する発達が未分化であり、生活や遊びが充実することを通して身体的・精神的・

社会的発達の基盤を培うという考え方を踏まえ、「ねらい及び内容」等は３つの視点で

まとめられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（５）幼保連携型認定こども園において特に配慮すべき事項について 

３歳児から入園してくる子どもや他園から移行してくる子どもについて、３歳まで

の育ちの理解や発達の連続性を考慮した家庭や他の保育施設等との連携や引継ぎ、環

境の工夫等が必要となります。在園時間や日数が異なる多様な子どもがいることへの

配慮、２歳児から３歳児への移行に当たっての配慮等、しなければならない事項があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（６）全体的な計画の作成について 

各幼稚園においては、幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な

教育課程の編成が求められています。 

また、どの幼児教育・保育施設においても、一体的な園運営のための全体的な計画

を作成する必要があります。全体的な計画とは、園児の入園から修了までの在園期間

の全体にわたり、各園の目標に向かってどのような過程をたどって教育及び保育（幼

稚園においては教育時間外の教育活動）を進めていくかを明らかにするものです。全

体的な計画には、保健に関する計画、食育に関する計画、安全に関する計画等も含ま

れます。相互につながりがあるように作成します。全体的な計画の下、幼児の活動に

沿った柔軟な指導を行うために、指導計画を作成して保育を進めます。 

各園においては、幼児期の教育において育みたい資質・能力を踏まえつつ、各園の

教育目標や基本方針を明確にすると共に、基本的な方針が家庭や地域とも共有される

よう努めていくことが必要です。 

また、作成した計画は、園長の方針の下に、全職員が分担し連携して、実施し評価

し改善するという組織的かつ計画的に教育及び保育活動の質の向上を図るカリキュラ

ム・マネジメントを実施することが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針 中央説明会資料）より 
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（７）幼児理解に基づいた評価の実施について 

評価は、指導の過程を振り返りながら幼児の理解を深め、幼児一人ひとりの良さや

可能性などを把握し、指導の改善にいかすようにします。他の幼児との比較や一定の

基準に対する達成度についての評定によって捉えるものではありません。 

見通しをもって活動の流れをつくることは言うまでもありませんが、活動の流れの

中でどのような学びがあったのかを多角的におさえ、次の計画に反映させることが大

切です。 

つまり、各領域のねらい、また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ

た視点で保育を振り返り、PDCA（計画、実行、評価、改善）サイクルを循環させ、指

導の改善へと発展させていくことが重要です。 

右ページの図表のように、活動の中にどのような学びがあるか、あらかじめイメー

ジをもって保育にあたることも有用です。右ページの図表で示した活動の中では、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０の姿が記されています。このように、一

つの活動の中に複数の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が見られることは多

くありますが、必ずしも１０の姿全てが見られるわけではありません。入園から修了

までの全体を見通したバランスのよい教育課程を編成し、園での活動全体を通して「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」が育まれるように取り組むことが必要です。 

幼児の発達の状況を小学校の教員、また、家庭と共有することができるよう、情報

の共有化の工夫がこれまで以上に求められています。日々の記録、ドキュメンテーシ

ョン（写真と文で保育の活動を記録し、幼児・保育者・保護者などで共有する）、ポー

トフォリオ（保育の活動の記録や写真、作品の写真などをファイルでまとめ、評価の

参考にする）などにより、幼児の評価の参考となる情報を日ごろから蓄積するとよい

でしょう。簡便で、改善につながりやすい手法を用い、日々の保育で活用していくこ

とが重要です。 

 

 

 

・幼児は何に興味・関心をもち、何に心を動かされていたか。 

・この活動で幼児は何をどのように学んだか。 

・一人ひとりの幼児は主体的に取り組んでいたか。 

         ・幼児の興味・関心をいかした活動計画になっていたか。 

・ねらいに応じた活動ができたか。 

・次の計画に変更の必要はないか。 

                  ・幼児の思いや願いに沿った適切な支援ができたか。    

・自分の言動はふさわしいものであったか。 

                     ・合理的配慮は十分であったか。 

                                   


